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本庄市長　吉田 信解氏

本庄市 自然と都市の魅力が調和した　
暮らしやすいまち　本庄

●JR上越新幹線 本庄早稲田駅
　JR高崎線 本庄駅
　JR八高線 児玉駅
●関越自動車道 本庄児玉ＩＣから市役所まで約5㎞

主な交通機関

資料:「令和4年埼玉県統計年鑑」ほか

本庄市概要
人口（2023年3月1日現在）

世帯数（同上）

平均年齢（2022年1月1日現在）

面積

製造業事業所数（経済センサス）

製造品出荷額等（同上）

卸・小売業事業所数（同上）

商品販売額（同上）

公共下水道普及率

舗装率

77,521人

35,948世帯

48.2歳

89.69k㎡

145所

3,618.9億円

685店

5,170.9億円

60.5％

64.8％

はじめに
本庄市は、埼玉県の北西部、都心から80㎞圏に
位置し、東は深谷市、南は美里町・長瀞町・皆野町、
西は上里町・神川町、北は利根川をはさんで群馬県
伊勢崎市に接する面積約90㎢、人口約8万人の市
である。自然が残る地域も多く、観光スポットも多い。
川沿いに5㎞にわたって連なる「こだま千本桜」は特
に有名な観光スポットで、春には多くの人が訪れる。
本庄市の歴史は古く、大規模な原始・古代遺跡が
発見されているほか、まちの中心部は江戸時代には
中山道最大規模の宿場町として栄えた。また、渋沢
栄一、荻野吟子と並び、埼玉三偉人に数えられる盲
目の国学者、塙保己一の生誕地としても知られる。
市は、市内への転入者の増加を目指し、市の魅力

である「速さ」・「広さ」・「ゆとり」をアピールしている。
「速さ」は、新幹線で東京駅から50分程度で本庄
早稲田駅に着くことができるほか、関越自動車道の
本庄児玉ICも市の中心部に近接しているため、交
通の利便性に優れている点である。
「広さ」は、関東平野の北西部に位置しており、東
京圏では珍しく地平線が見える雄大な景色と高い
空のもと、都心より低価格で庭付きの広い家の取得
が可能な点である。
そして、「速さ」と「広さ」があることで、「ゆとり」
のある生活を送ることができる。
全国的に人口減少が進むなか、本庄市の人口も
減少しているが、「速さ」・「広さ」・「ゆとり」を求めて

市外からの転入者が増加しており、2016年以降は
転入者が転出者を上回る「社会増」の状態が続い
ている。

　国道17号本庄道路神流川橋の開通
昨年12月3日、国道17号本庄道路神流川橋が開

通した。
国道17号本庄道路は深谷市岡から高崎市新町

までの全長13.1㎞のバイパス道路で、全区間の西
側半分7.0㎞について先行整備中であったが、先行
整備区間のうち、優先的に整備が進められていた神
流川橋架替区間の工事が完成し、暫定2車線で開
通する運びとなったものである。東側半分について
も、昨年事業化され、今後事業が進むことで、さらな
る交通利便性の向上が見込まれる。交通の結節点
である市の利便性を最大限活かし、「ヒト」「モノ」
「産業」の交流拠点として、また、本庄ブランド発信

のための施設として「道の駅」の設置に向けて、プロ
ジェクトチームが設置され、検討を始めている。

高校生が市の魅力をアピール
本庄市の中心市街地は古くは中山道最大規模の

宿場町として栄え、商店街も昭和の時代までは栄え
たが、モータリゼーションの進展や、2004年に上越
新幹線の本庄早稲田駅が開業すると、人の集まる
エリアが本庄早稲田駅周辺に移り、中心市街地は空
き家が増加している。狭あい道路が多く、当該エリア
の人口も減少傾向にあることから、市は昨年、「本庄
駅北口周辺整備基本計画」を策定、まちなか再生に
向けた取り組みを強化している。
一方、中心市街地の魅力をアピールしようと、民

間においても商店街の空き店舗のリノベーションや、
活用によるにぎわい創出の動きが出始めており、イ
ベントなどが活発に行われている。

市の魅力をアピールするために、高校生も関わって
いる。市内には公立・私立合わせて7つの高校（本年
4月に7校のうち、2校が統合）があり、多くの若者が本
庄市との接点を持っている。昨年は、7校合同による
高校生プロジェクトである「七高祭」にあわせ、高校
生の企画・編集による広報誌「広報ほんじょう11月
号」を発行し、PR動画も作成した。広報誌や動画は、
市のWeb ページからも閲覧できるので、是非ご覧頂
き、高校生の視点による市の魅力を感じてもらいたい。

塙保己一の考え方をベースとした計画づくり
塙保己一は江戸時代の中期、延享3（1746）年、

現在の本庄市域内で農家の長男として生まれた。7
歳の時に病気で失明し、江戸に出て鍼灸按摩の修
行を積んでいたが、その後学問に光を見いだし、「世
のため、後のため」にと、全国に散らばっていた古い
記録や資料を集めて整理し、41年の歳月をかけて
666冊に及ぶ「群書類従」を完成させた。「群書類
従」は現在も歴史や国文学等において、貴重な情報
資料として活用されている。
ここ数年でＳＤＧｓという言葉が広く使われるよう
になったが、塙保己一の「世のため、後のため」との
考え方は、ＳＤＧｓの考え方を先取りしているとも言え
る。市は、今後の各種計画策定において、この塙保
己一の考え方をベースに検討を進めていくこととし
ており、郷土の偉人の考え方は今もなお生き続けて
いる。  　  　                                 （太田富雄）国道17号本庄道路神流川橋の開通セレモニー 「七高祭」ワークショップの様子

さいたま市

市長のメッセージ
本庄市は、古くは中山道や鎌倉街道、利根川の河岸など交通の要衝として栄え、今日

も上越新幹線や在来線、関越自動車道や主要幹線道路が縦横に行き交い、首都圏や上
信越、北陸地方の結節点として、人やモノが集まる交流拠点の役割を果たしています。
また、蔵や路地の残る趣ある街並み、里山のある豊かな自然、商業施設などが充実し
た新たなエリアなど、自然環境と都市環境がバランスよく調和したまちです。歴史に培
われてきた多彩なポテンシャルを活かしながら、人が集まり、人がつながり、人を活かす、
魅力あるまちづくりを進めてまいります。

美里町

長瀞町
皆野町

上里町

深谷市神川町

本庄市

はなわ ほ  き  い ち

かん な がわ

しんきゅうあん  ま

ぐん しょ るい じゅう

か し
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